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掲載 され て いる イラ スト の 線画 を 、 発 色 が よく て 塗り や すい 高級 画 用 
紙 を 使用 し て 収録 し まし た 。 ミシン 目 も 入れ て あり ます の で 、 必 要 に 
応じ て 切り 離し て お 使い くだ さい 。 


掲載 され て いる 完成 イラ スト を お 手 本 と し て じっくり 研究 する の も よ 
し 、 カ ラー パリ エー ショ ン や タッ チ を 変え た 自分 だ け の オリ ジ ナ リティ 
を 追求 する も よし 。 使い方 は 様々 で す 。 

掲載 作品 の メイ キン グ も 収録 し て お り ま す 。 ど の よう に 作品 が 出来 上 
が っ て いく の か 、 よ り 深 く 知 つて いく 中 で 新た な 発見 も ある で し よう 。 


また 、 線 画 と 同じ 紙 を 使っ た 、 試 し 塗り 用 の パレ ッ ト を 巻末 に 収録 し 
て いる の で 、 ご 活用 くだ さい 。 
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Oh! Great 


大 暮 維人 

お お ぐれ いと / 宮 崎 県 出身 。93 年 「 漫 画 ホ ツ ッ ト ミル ク 」 (白夜 書房 ) で デ 

ビュ ー。97 年 より 月 刊 「 ウ ルト ラジ ャ ンプ ] (集英社 ) で 『 天 上 天下 』 連 載 中 。 

また 2003 年 より 週刊 「 少 年 マガ ジン 」 (講談 社 ) で 『 エ ア ・ ギ ア 』 連載 中 。 
@ Factory EDIE / Oh! great 





へ ペ NNYTN 
へ SN 
NN 

NNN 


ジ や) スイ 
SN ググ N 5 
L ツ 
AN 上 で ー- SN 
准 Ye し 
ス > 3 
多 S) さ 








川 ustration: 01 





ilustration: 02 























川 ustration: 03 


6 
NM / 
NG 


WNW 
N ッ プ 、 





iustration: 04 





Making of Oh! great 


デザ イン の 決定 
ー ラ フ 、 下 描き 


まず は デザ イン が 決定 し て か ら 、 ラ フ 、 下 描き 
まで の 過程 を 見 て いこ う 。 作 業 を 進め て いく 
うち に も 、 常 に より よい 形 を 求め て いく 、 大 暮 
さん の こだわ り が 伺え る 。 


※ 本 イラ スト は 『 イ ラス トス ター ト ア ッ プ ガイ ド 
カラ ー マ ー カ ー』( 美 術 出版 社 ) の 表紙 と し て 制作 
され た 作品 で す 。 
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人 物 の 着 彩 


ー コ ピッ クス ケッ チ と 色鉛筆 で 
少年 の 肌 を 描き 出す 


いよ いよ 着 彩 開 始 。 メ イン の 男の子 の パー 
ト か ら 解 説 し て いこ う 。 大暮 さん は 肌 か ら 塗 
り は じ め る と いう 。 コ ピッ クス ケッ チ で 顔 の 
ベー ス に 色 を つけ て か ら 、 色 鉛筆 の 白 を 全体 
に 重ね 、 最 後に カラ ー レ ス ブ レ ンダ ー を 塗っ 
て フィ ニッ シュ する 。 長 年 の 試行 錯誤 か ら 生 
まれ た この 独自 の 手法 に より 、 肌 の 質感 が 見 
事 に 表現 され る 。 
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羽 の 着 彩 


ー キ ラリ と 輝く 金属 の 羽 一 枚 一 枚 を 
丹念 に 確実 に 描き 出す 


次 は 羽 の 部 分 に つい て 。 こ の パー ト で は ずい 
ぶん と 長い 時 間 を 費やし て いる 。 大 暮 さ ん は 
全体 に 着 彩 を 進め る の で は な く 、 パ ー ツ ご と 
に 仕上 げ て いく 。 これ は 、 ひ と つ 「 完 成 の 大 準 」 
を 作り 、 ほ か も その 水準 に 合わ せ て 描き 込み 
を する た め 。「 ほ か の 部 分 で 手抜き を し な い 
よう に 」 こ うい う 描 き 方 を し て いる と いう 。 
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人 形 の 着 彩 


完成 一 鈍く 光る 金属 の 深み の 
ある 複雑 な 色合い を 表現 する 


「 ブ ロン ズ は 、 赤 系 を 混ぜ る と 新しく 見 え 、 
緑 を 混ぜ る と 古い 感じ に な り ま す 。 羽 の よう 
な 寒色 系 の 金属 は 逆 に 、 青 や 緑 に する と 新 し 
く 、 赤 に する と 古く な り ま す 」 と 大 暮 さ ん 。 
同じ 金属 で も 、 さ ま ざ ま な 色彩 を 駆使 する こ 
と に よっ て 、 そ の 質感 を 多様 に 描き 分 ける 。 
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デザ イン の 決定 


ニー ルス ムン ルリ 












サモ ンジ ャ イア ント の 制作 過程 、 ま ず は ラ 
フー ペン 入れ まで を 見 て いこ う 。 カ イエ ダ 
さん は すべ て パソ コン 上 で 作業 を し て いく 。 
ちな み に こ の 段階 で 使用 し て いる ソフ ト は 
Painter だ そう だ 。 
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E き : 朋 に 9 三 き lp ルン ゴク ル ムル っ で 時 9 だ に さっ) 
の で は な く 、 区 別 し た い パ ー ツ ご と に 分 
ける こと が 大 切 。 


次 に 完成 時 の 配色 を 決め る た め 、 ざ っ と 
塗っ て みる 。 光 源 、 陰 影 な ど に 留意 し つ 
つ 巨 人 を 塗っ て いく 。 


引き 続き ブラ ッシュ アッ プ 。 頭 部 に 取り 
か か る 。 ま た 全体 に くぼみ や 傷 が 描き 込 
まれ は じ め て いる 。 


人 物 の 塗り 分 け 。 髪 、 肌 、 ジ ャ ー ジ 、 
アコ ニギ さ ク た たる: E<4R ジ iP』 


ひと まず 完成 。 配 色 や 全体 の 雰囲気 は こ 
れ で 決ま っ た の で 、 あ と は 質 と 密度 を 上 
GU 


区 、。 だ 


腕 に 取り か か る 。 甲 の くぼみ が 人 工 物 ら 
し さ を 強 調 し て いる 。 ま た 、 全 体 の バラ 
ンス を 見 直し て 、 頭 部 の 光源 や 傷 を 多少 
変更 し て いる 。 


色分け を 巨人 と 人 物 共 に 表示 し た と ころ 。 
各 パ ー ツ ご と に レイ ヤー や 選択 範囲 を 保 
存 し て お け ば 、 後 か ら そ の 部 分 だ け 呼び 
出し て 修正 で きる 。 


先ほど 決め た 配色 を 元 に 、 巨 人 を ブラ ッ 
ピン ルアウ た 較 :C425:4 の と 2【 ひ の ジル ン ル 
ショ ン が 金属 らし さ を 出し て いる 。 


ひと まず 巨人 を 塗り 終え る 。 口元 や 胴体 
の 紋様 、 体 中 に つい た 傷 な ど 、 細 部 の こ 
yp12 ル リル ング の っ コー ゴン nr の 上 とっ 源 





まず ベー ス の 色 を 置い た と ころ 。 こ こ か 


ら 少 し ずつ 色 を 載せ て いく 。 


Ma トウ 川 レ し ぶす 人 と レン pk: lr 
く 。 丁 寧 に 描き 込む こと が 大 切 。 


続い て イン ナー の 処理 。 基 調 が 白 な の 
で 、 影 部 分 は 画面 全体 の 色 味 に あわ せ て 
選択 。 


4 
/ 
シン 
アン 


実際 に 色 を 重ね て いく 途中 。 少 し ずつ 色 
に そつ と ずん GE ュ こ アノ] WASlreYgrY2 
を 出す 。 


4 


(の (の た きら 】Ei/WTEI7Iet う 9)p』 
で いく ぐ 。 


ン ン 


服 全体 に 取り か か る 。 色 と 色 の 間 が ハッ 
キリ し て いて や や カッ チリ と し た 只 囲 


に We 由 


顔 周辺 。 鎖 骨 や 顔 な ど 凹凸 が 多い 部 分 な 
の で 、 よ り 細 や か な タッ チ で 描か れ て い 
Eo】 の 7/ 必 P7/X っ (シン) 


リ / 


再び 顔 周辺 。 目 や 鎖骨 な ども 描き 込ま 
れ て いる が 、 特 に 鼻 や 口元 が ポイ ント 。 
こう いっ た 部 分 の 処理 の 仕方 が 個性 に 


wm 
陰影 の 描き 込み や ぼかし を 入れ て いく こ 
と で 、 よ り 自 然 な 感じ に な っ た 。 





光源 の 方 向 に 注意 し な が ら 、 目 の ハイ 
ライ ト を 入れ る 。 こ れ で 表情 に も 深み 


が で 





の )M2】 ビ 9 三 時 RE の 7 ん Il PR 
金属 的 な 腕 の 照り 返し と いう こと も 考 
慮 し て 塗る 。 


の デ | 
一 理 題 トピ / 
トイ 4 
靖 な 一 
川 4 


地面 に 手 を 入れ る 。 ひ と まず 試験 的 に 
色 を 載せ て みる 。 





/ の へ の し 


髪 や 鼻 の あたり 眉 の 下 な ど 、 止 凸 の 多い 
部 分 に 照り 返し に よる 反射 光 を 入れ る 。 


同じ く 服 に も 反射 光 を 描き 込ん で いく 。 


5 全 の 


| 


同じ く 照 り 返し を 考慮 し て 。 足 先 の 光 
の 表現 に 注目 。 


2 較 ギア | 
時 2 " 4 


ーー 一 へ 、 


PhotoShop 上 で 色 味 な ど を 調整 し て 完成 。 こ こ 
KGIE モ 5 を ゆう (ひと 2 ウリ に コウ シル クル 全く Eii: ns1 の KG の! 
を 足す な どの 作業 を し た そう だ 。 
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隊 影 を 描き 込む 
ー デ ィ テ ー ル と 完成 図 の 模索 


今回 は 着 彩 の 前 に 、 陰 影 を 入れ て いく 方 法 で 
作業 し て いる 。 こ れ は 「 先 に 立体 的 に し て し 
まう こと で 塗り 段階 で の 試行 錯誤 を 省き ま 
す 」 と の 理由 か ら 。 こ れ に より タッ チ な ど を 
気 に せ ず カ ラー リン グ に 集中 で きる の だ 。 そ 
の 後 完成 時 の イメ ー ジ を 模索 する た め 、 ざ っ 
LN に 才 
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背景 、 色 的 に も 明る い 遠 景 の 部 分 か ら 六 
手 。 遠く な る に 従っ て 、 少 し ずつ ぼや か 
レ で 8 


さら に パー ツ 分 け を 進め て いく 。 


人 
M メル 


1 
き 
* 
胸 や 顔 な ど 。 陰 影 の 着 彩 時 に 級 密 に 描い 
とみ の ) 電 haffek く だ ゴー ター 直 具 と っ 1 の 7/ 
yo7c と 月 


手前 側 、 濃 い 影 の 部 分 の 樹 を 描い て いく 。 
輪郭 を 丁寧 に 形作っ て いく 。 


電 ン 


土台 に な る 下地 レイ ヤー を 作る 。 こ れ は 
先 に 描い た 陰影 の 上 に 透け て 色 が 載る よ 
うに する こと で 、 単 色 を 塗る だ け で 着 彩 
が 完了 する と いう テク ニッ ク 。 


( 


奥 の 見 や 鎧 な どの 部 分 。 先 ほど の 肌 と 
は 違い 、 金 属 の 質感 を 表現 し た タッ チ 
に 注目 。 


着 彩 の 際 に トラ イエ ラー が 楽に な る よ 
う 、 パ ー ツ 分 け を する 。 


ング 


/ いい 坦 1 
2 レク い NN 
ング 


配色 の 開始 。 単色 を 置い た レイ ヤー の ス 
テイ タス (重ね 方 ) を 変更 する こと で 、 
下 に ある 陰影 の 透け 方 が 変わ る 。 


着 彩 が だ いた い 終 了 し た と ころ 。 以 降 の 
作業 で 彩 度 の 調整 や 背景 と の マッ チン グ 
を 行う た め 、 こ の 時 点 で は 人 物 が や や 浮 
いて 見 える 。 





彩 度 を 調整 し 、 全 体 の 雰囲気 を マッ チン 
グ さ せ て いく 。 


全体 の バラ ンス を 見 な が ら 反 射 光 な ど を 
加え て いく 。 そ の 際 に 魔法 の 文様 を 一 時 
的 に 消し て みる 。 


全体 に さら に 色 を 加え る 。 光 の 表現 に よ 
り 人 迫力 が 増す 。 


手前 の 人 物 の 服 の 色 を 変更 。 赤 か ら 緑 に 。 


改め て 魔法 の 文様 と 、 そ こ か ら 伸び る 光 
と う ) 川 ずっ 誠 


興 の 人 物 に 魔法 の 光 の 反射 光 を 加え て い 
く 。 負 に より 金属 らし さ が 出 た 。 


本 本 アー ジー の リー 
っ 人 


中 央 の 文様 に や や 淡い 色 を 重ね る 。 


腕 へ と 伸び る 光 を 加え る 。 
この あと も 納得 の いく まで 
調整 を 経て 完成 。 





色 準 り の 基本 


絵 を 描く た め に 特別 な 技術 つて ある ん で し よう か ? 
た し か に 専門 的 な 独自 の 技術 と いう の は あり ます が 、 学 校 の 授業 で 習 つ 
た こと で も 、 素 敵 な イラ スト は 十分 に 描け ます 。 
ここ で は 初心 に 返 つ て 水彩 絵具 を 基本 に 、 道 具 の 揃え 方 や 塗り 方 な ど 
量 本 的 な こと に つい て 紹介 し て いき ます 。 


A 


最初 に 何 色 く らい 
揃え れ ば いい で すか ? 


最初 か ら 多い 色 数 を 揃え る 必要 は あり ま 
せん 。 よ く 売 られ て いる 大 本 セッ ト の 
12 色 が あれ ば 十分 で す が 、 も つと 少な 
い 色 で も 十分 に 絵 は 描 け ま す 。 

好き な 色 や よく 使う 色 を 中 心 に 、3、4 
色 く らい か ら 初 め て も 大 丈夫 で すし 、 絵 
具 の 基本 や 混色 の 仕方 を 学ぶ 上 で も 、 最 
初 は 意図 的 に 使用 する 色 数 を 制限 し て 教 
える 教室 も 多い よう で す 。 慣れ て き て 
「 も っ と 欲し い 」 と 思 つ て か ら 買 い 足 し 
まし ょ う 。 


ON 計り 始め て か ら 気 を 付け る こと は ? 


水彩 絵具 は 色 を 重ね れ ば 重ね る ほど 、 色 
味 が 黒ずん で 濁 つ て し まい ます 。 異 なつ 
た 色 同 士 を いき な り 混 ぜ て 使わ ず 、 ま ず 
は 塗り た い 色 に 一 番 近 い 色 を 選び 、 そ こ 
か ら 近 い 色 を 水 で 調節 し な が ら 足 し て い 
きま し よう 。 

また 、 先 に 塗 つ た 部 分 が 完全 に 乾い て か 
ら 次 の 色 を 載せ る よう に し まし よう 。 生 
電 き の うち に 色 を 重ね て も 、 に じん で し 
まっ て 思う よう な 色 に は な か な か な り ま 
せん ( 逆 に それ を 利用 し た テク ニッ ク も 
あり ます )。 


Q 


いざ 、 始 め よ うと する と 
どう 塗れ ば いい か わか ら な い 


完成 し た 状態 を イメ ー ジ で き て いて 、 そ 
れ を その まま 表現 で きれ ば いい の で す 
が 、 な か な か 難し いも の で す 。 パ レッ ト 
で 使い た い 色 を 用 意 し た ら 、 ひ と ます 消 
く 淡く 塗り 始め る の が いい で し よう 。 
いき な り 濃 いま ま 塗 る と 、 想 定 し て いた 
色 と 違っ つた り 、 他 の 場所 と の バラ ンス を 
取り づら いこ と が あり ます 。 人 徐々 に 濃い 
色 を 重ね て 狙い 通り の 色 に 近づけ て いき 
まし よう 。 


画材 の いい お 手入れ の 方 法 は ? 


画材 は 丁寧 に 手入れ を すれ ば する ほど 長 
持ち し ます 。 パ レッ ト や 水 入 れ は 絵具 
や イン ク が 残ら な いよ う よ く 洗 つ て 乾 か 
し 、 筆 も よく 洗い 、 か つ コ シ が な く な 
ら な いよ う 、 手 荒く 扱わ な いよ うに し ま 
し よっ う 。 

丁寧 に 水 を 拭き 取 つ て 専用 の リン ス な ど 
を つけ て 保存 し た り 、 筆 は 毛 先 が ボサ ポ 
サ に な ら な いよ う 専 用 の ケー ス に で も 入 
れ て し まつ て お く と 完璧 で す 。 








ワン ボイン ト ア ドバイ ス 


ここ で は 絵 を 描く 上 で 、 ご 


普通 に 行っ て いる 


な に げ な い 事 に 対し て の 、 ち よっ と し た テク ニッ ク を ご 紹介 。 


使い こなせ ば より 表現 の 幅 が 広がり ます 。 


水 を 使い こ な そ う 


絵具 の 特性 を 知る 


水 の 使い 方 を マス ター する に は 、 ま すず 絵具 の 
特性 を 知る こと か ら 。 自 分 が 使い た い 画 材 は 
どん な 特性 を 持つ て いる か 確か め ま し よう 。 
例え ば 水溶 性 の 透明 度 が 高い 画材 で は 、 水 を 
た つぶ ぷり 使っ て 薄い 部 分 か ら 塗 り 重ね て いく 
と いい で し よ ょ よう し 、 ア クリ ル 絵 具 は 水 の 量 を 
調整 する こと で 、 タ ッ チ や 表現 に 幅 を 持た せ 
られ ます 。 水 を 使い こなす こと で 様々 な テク 
ニッ ク を 駆使 で きる で し よう 。 


上 は 透明 水彩 を 原液 に 近い 状態 で 、 下 は 多め の 水 で 溶い て ぼ 
か し た も の 。 同 じ 画材 で も まつ た く 違 う 色 合い を 見 せる 。 


広い 場所 を ムラ な く 綺 麗 に 塗る に は 


紙 の 特性 を 知る 


水 を 使う 際 に も う 一 つ 気 を つけ な けれ ば な ら 
な い の は 紙 の 特性 で す 。 紙 に は 水 を 吸い や す 
いも の と 吸い に くい も の が あり 、 例 えば 水 を 
た つ ぷ り 使う カラ ー イ ンク な ど は ケン ト 紙 に 
は 向 か ず 、 色 鉛筆 や パス テル な ども 粉 が 定着 
し に くい の で す 。 

また マー カー な ど は 紙 の 特性 に よ つ て も テク 
スチ ヤー や ムラ の 出 方 、 イ ンク の 吸い 込み が 
違い ます 。 画 材 屋 で 店 員 に 聞く 、 自 分 で 色々 
試す な ど し て 、 自 分 の 画材 に 適し た 紙 を 見 つ 
け ま し よう 。 





それ ぞ れ 主 線 で よく 使わ れる ベン や 
イン ク に 、 ア ルコ ー ル 系 マー カー を 
乗せ て 、 に じみ 具合 を みた も の 。 性 
質 に よっ て 溶け だ し 方 が 変わ っ て く 
。 る 。( 上 か ら ホ ル ベ イ ンカ ラー イン 
| ク 、 ハ イ テ ッ ク 、 コ ピッ クマ ル チ ラ イ 
ナー、 製 図 用 イン ク 、 証 券 用 イン ク ) 


広い 場所 を 塗る と き は 、 ど うし て も ムラ が で き て し まう こと が 多い は ず 。 
ムラ な く 塗 る コツ が いく つか ある の で 、 ご 紹介 し まし よう 。 


乾き きら な いう ち に 和沙 る 


あら か じ め 水 を 乗せ て お いた 面 に 、 水 が 乾 か 
な いう ち に 一 気 に 色 を お きま す 。 さ っ と 乗せ 
て 、 素 早く 丁寧 に 作業 し まし よう 。 水 が 多 け 
れ ば ティ ッシュ で 残 つ た 水分 を 吸い 取 つ た 
り 、 ド ライ ヤー で 乾かし た り し て 調整 し ます 。 


重ね 塗り を する 


何 度 か が 重ね て 塗 つ て いく こと で 、 ム ラ を な く 
し て いき まし ょ う 。 た だ し 、 こ の 場合 は 画面 が 
フラ ッ ト ( 平 坦 な 感じ ) に な つて し まい ます 。 
使い どこ ろ を よく 考え て や つっ て みて くだ さい 。 


太め の 和 健 を 使う 


広い 面 に 色 を 置く に は 、 太 い 筆 を 使う の が 一 
番 。 刷毛 や ロー ラー な ど を 使う の も 効果 的 。 
用 途 に 合わ せ て 様々 な 太 さ の 筆 を 用 意 し て お 
の が いい で し よう 。 


塗る 順番 を 考え る 


特性 の 違う 二 つ 以 上 の 画材 を 組み 合わ せる と 
き は 、 ど ちら を 先 に 使用 する か で 画面 が 大 分 
変わ り 、 場 合 に よ つ て は ムラ に な つて し まい 
ます 。 特 に 透明 度 の 違う 画材 を 組み 合わ せる 
時 は 、 下 の 色 が 透け る か 透け な いか を 考え て 、 
下 に 置く 色 を 決定 し まし よう 。 
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試し 塗り パレ ツ ト 1 和 画 と 同じ 抵 を 使っ た 試し 塗り 用 パレ ッ ト ! 混ぜ 合わ せ た 色 な ど を メモ し て お け ば 、 気 に 入 つ た 色 も すぐ に 用 意 で きま す 。 
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分 な り の 色 の 組み 合わ せ を どん どん 試し て み ま し よう 。 




















し 塗り パレ ツ ト 2 の 人 物 を 使っ た 試し 塗り パレ ッ ト で す 。 服 や 長 、 肌 etc.……。 
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